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序

福岡市はアジア大陸との、地理的な関係から、先史時代より東アジアとの

文化交流の門戸として、発展を遂げてきました。このような歴史的背景によ

り市内には各時代の文化財が数多く埋蔵されています。しかしながら、近年

の都市の発展に伴う開発により、我々の祖先が地中に残した埋蔵文化財が消

滅しつつあります。このため本市教育委員会では、遺跡を保存すべく各種の

開発事業に先立って発掘調査を行い、記録保存によって後世に伝えるように

努めています。今回報告します博多遺跡群の発掘調査報告書は、ビル建設工

事に先立って実施した発掘調査の記録です。この調査では、古墳時代～中世

にかけての博多の様相を知ると共に貴重な資料を得ることができました。

本報告書および資料が、学術研究だけに留まらず、市民各位の文化財に対

する認識を深めるために寄与することを深く願うものです。

最後になりましたが、発掘調査にあたりまして調査費用を負担していただ

いた事業者の田代博子氏、ならびに蘭係各位に対し、深く感謝いたします。

平成4年1月13日

－Ⅰ－

福岡市教育委員会

教育長井口雄哉



例 言

1．本報告書は、福岡市教育委員会埋蔵文化財課が福岡市博多区祇園町154－1・2に所在する博多

遺跡群を昭和63年6月19日～同年7月15日に発掘調査した記録である。

2・遺跡名は福岡市教育委員会発行の文化財分布地図ー中・南部－からによる。

3・発掘調査は、福岡市教育委員会埋蔵文化財課が行い、同課職員の瀧本正志が担当した。

4．本書で用いた方位は全て磁北で、真北より6。21′西偏する。

5・本書に掲載した遺構・遺物の記録類および編集は瀧本が担当した。

6・本書で報告した発掘調査にかかわる全ての遺物・記録類は、福岡市立埋蔵文化財センター

（博多区井相田2丁目）に収蔵されているので活用されたい。

遺 跡 名 博　 多　 遺　 跡　 群

遺跡略号 H K T ー51 調　 査　 番 ／号 8925

調 査 地 福 岡市博多区．祇園町154－1．2

調査期間 1989年 （昭和63年） 6 月19 日～ 7 月15 日

開発面積 244m 2 調　 査　 面　 積 ． 20b㎡
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Fig…2　遺跡位置図（縮尺1／200，000）



第1章　はじめに

1．発掘調査に至る経過

1989年2月7目付で、土地所有者の田代博子氏から、博多区祇園町154－1・2地内における

共同住宅建設に伴う埋蔵文化財事前審査願いが教育委員会埋蔵文化財課に提出された。埋蔵文

化財課では、本地が博多遺跡群の範囲にあり、かつ周辺地において古代～中世における遺構・

遺物が良好な状況で発掘されていることから、事前に遺構の有無確認のために試掘調査を行う

こととした。試掘調査は、土地所有者と協議のうえ、同年2月28日に実施した。試掘調査の結

果、地表下1．4mまでは挽乱を受けてはいるものの、古墳時代～中世の柱穴．溝等の遺構が良好

な状態で残存していることが判明した。この試掘結果をもとに土地所有者と協議を重ね、工事

によって破壊される遺構については、記録保存のために発掘調査を行うこととなった。このた

め田代博子氏と福岡市との間で埋蔵文化財発掘調査の委託契約を締結し、その契約に基づき調

査費用については土地所有者の田代博子氏が負担することとなり、発掘調査は埋蔵文化財課が

実施することとなった。

2・発掘調査の組織

調査委託　田代博子氏

調査主体　福岡市教育委員会文化部（現　文化財部）埋蔵文化財課

教　　育　　長　　井口　雄哉（現任）

埋蔵文化財課長　　折尾　　学（現任）

調査担当　同課第1係　　　　瀧本　正志（現　文化財整備課）

事務担当　同課第1係　　　　吉田真由美（現任）

佐藤　善郎（調査時）

柳田　純孝（調査時）

松延　好文（調査時）

調査協力　相沢正文、当房翠子、当房真由美、石松晋、尾崎達也、尾崎八重、木下浩幸、

榊光雄、正崎由須子、典略初、仲田忠高、林嘉子、平本った江、前田巧、

真名子ユキエ

資料整理　青柳恵子、飯田智子、地相留美、上田裕子、牛尾美保子、内山孝子、尾崎京子、

斎藤美紀枝、藤アイ子、目名子節子、藤吉芽里、真名子順子、渡辺ちず子

－1－
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第2章　遺跡の立地と概要

1．遺跡の概要

博多遺跡群の発掘調査も既に70次を越え、それに従って報告書も数多く刊行されている。遺

跡の立地と概要についても既刊の報告書に詳細に言及し尽くされているので、本書では既刊の

報告書より抜粋する。

博多遺跡群とは、中世都市「博多」を主として、弥生時代から近世、さらには現代へとつな

がる複合遺跡の総称である。地理的には、福岡平野の博多湾岸に形成された砂丘上に位置し、

西を博多川（那珂川）、東は江戸時代に開聾された石堂川、南は石堂川開整以前に那珂川に向っ

て西流していた旧比恵川によって画される。この地域に形成された砂丘は、博多湾に平行して、

大きく3例にわかれる。内陸側から砂丘Ⅰ・砂丘ⅠⅠ・砂丘111を仮称すると、砂丘ⅠはFig．1に示

した町名では、祇園町からその北東にかけて、砂丘IIは上呉服町・店屋町．冷泉町、砂丘Ⅲは

下呉服町．奈良屋町・綱場町にあたる。砂丘IIIは、中世以来「息の濱」・「沖の濱」と呼ばれて

きたものにあたる。これらの砂丘は、縄文海進以後に形成されたものである。博多遺跡群の発

展は、巨視的には、砂丘Ⅰから砂丘II．砂丘Ⅲへの拡大過程と言える。

博多遺跡群においては、1977年の高速鉄道（地下鉄）祇園町工区の調査を喘矢とし、一連の

地下鉄関係調査、都市計画道路博多駅築港線拡幅関係調査および、60次をこえる民間開発関係

調査が行なわれている。その結果、弥生中期前半には、砂丘Ⅰに竪穴住居址、甕棺墓などを営

んでいたことが明らかとなった。ただし、土器片としては、板付II式土器、近海式甕棺片等が

採集されており、遺跡の初源が弥生時代前期にまで遡る可能性もある。．古墳時代では、竪穴住

居址．方形周溝墓などが調査されている。

古墳時代前期には、遺跡は砂丘Ⅰのほぼ全面にひろがり、位置部は砂丘IIにも進出している。

歴史時代にはいると、博多は対外貿易の拠点として、独自の発展をとげることになる。遺唐

候の発着地であり、外国施設．商客の迎賓館であった大宰府鴻腫館は、博多遺跡群から入海ひ

とつを隔てた西の丘陵に設けられたものであった。博多遺跡群においても、銅袴帯、石帯、須

恵器硯、皇朝銭、鴻腫館式瓦、老司式瓦、墨書須恵器など律令官人の存在を示す遺物が出土す

るとともに、少なからざる量の越州窯系青磁・長沙窯系青磁．窯系白磁も出土しており、博多

もまた鴻腫館とならんで交易の場と成っていたことを思わせる。奈良時代の遺構は、砂丘Ⅰ．

砂丘IIのほぼ全面で検出されている。平安時代後半には、博多には未承認の居留がみられるよ

うになり、これら在博多宋商人のもとで、中世都市「博多」が誕生することになる。こうして、

貴大の繁栄を迎えた中で、12世紀後半には、ついに砂丘III「息の湊」まで拡大するにいたる。

鎌倉時代の13世紀後半、2度にわたる元蓮で、博多の町は焼かれ、また「息の湊」には防塁

－3－



が築かれるが、室町時代には、むしろ「息の濱」が博多の街の中心となってくる。1333年、「息

の濱」は、論功行賞として、建武政権から大友貞宗に与えられた。その後、1348年には、室町

幕府は博多を官領在所として指定する。九州の在地勢力を押え、南朝勢力を圧倒したのは、1371

年に九州探題として赴任した今川了俊であった。了俊が1395年に解任された後、探題となった

渋川満頼とその跡を襲った義俊父子は、1420年朝鮮使節を迎えるに当って、博多の道路を整備

し門を作らせるなど市街整備を行なっている。ところが、九州探題による博多支配は長続きせ

ず、1429年までに、「息の濱」は再び大友氏の領するところとなるのである。室町時代の「息の

湊」は、勘合貿易で栄えた商人が屋敷を構え、繁栄した。しかし、戦禍をうけることも多く、

戦国時代には、度々兵火にかかっている。1587年には、豊臣秀吉によって戦災からの復興がな

され、17世紀初めには、博多の内陸側の砂丘と「息の濱」とを隔てていた湿地が埋め立てられ、

博多は近世都市として生まれかわるのである。1

＊①大庭康時著「博多17」福岡市埋蔵文化財発掘調査報告書第245集

Fig．4　調査地周辺地形図（縮尺1／1，000）
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Fig．5　調査地点位置図（縮尺1／6，000）
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第3章　調査の記録

1．調査の概要

今回の調査では、古墳時代から中世にかけての遺構・遺物を検出した。遺構は土坑、柱穴、

溝等を検出したが、調査区城の限界により、建物規模などを明らかにすることはできなかった。

遺物は古墳時代初頭の土師器（甕）を最古に、中世までに至る土師器、須恵器、瓦器、磁器、

石器、瓦が出土した。特に奈良時代の土器類は丁寧な調整が施されており、その特質は調査地

近辺に官営施設の存在を強く示唆するものである。

調査地の土層は、Fig．6・7に示すように、上層から挽乱層、茶褐色砂質土、暗黒灰色砂質

土、黒灰色砂質土、黒色砂、黒褐色砂、暗黄褐色砂、黄褐色砂（地山）となっている。各層は

ほぼ水平堆積をしめしているが、暗黄褐色砂屑面から大きく西に傾斜する。この傾斜部分に暗

褐色砂、黒褐色砂が堆積している。ちなみに、調査地面の標高は6．3mを測り、地山の古砂丘上

面は標高3．3mを測る。

調査は捜乱層をバックフォーで除去した後、茶褐色砂質土層を第1層、暗黒灰色砂質土層上

面を第1両とし、以下土層別ごとに遺構検出を実施した。調査区には現代の、大きく深い挽乱

と試掘時の撹乱（トレンチ）が中央に位置しており、今後の調査においてはトレンチの入れ方

に留意する必要がある。

2・遺構と遺物

第1面（Fig．8．9）　石敷遺構（SX）、溝（SD）、土坑（SK）、小穴（SP）等を検出した。

石敷遺構　SX101は調査区の西辺に位置する石敷遺構で、建物の基礎遺構と想定される。幅

50－80cm、深さ20cm前後を呈する溝状の凹みに、挙大～人頭ほどの転石を敷き詰めている。

Fig．6　調査区南西壁土層
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Fig．7　調査区土層略図



SK108

Fig．8　第1両遺構配置図（縮尺：1／30）
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Fig．9　第1両遺構検出状況（北東から）

石敷の南は調査区外に続き、北部分は調査区隅で東に直角に折れ曲がり、その先は削平され

て不明であ．る。

溝　SD106は調査区中央に位置し、南東から北西方向に連なる溝状遺構である。幅40cm．深さ

10cmを測る。溝は調査区外にそれぞれ続く。覆土からは丸・平瓦、土師器（杯・皿）、須恵器（鉢）

が出土している。SD109は調査区北東辺に位置し、南西から北東方向に連なる溝状遺構である。

幅20cm．深さ10cmを測るO覆土からは土師器（杯．皿）が出土している。

土坑・小穴　SK102は径60cm・深さ20cmを測る。覆土からは平瓦、土師器（埠．皿）が出土し

ている。SK103～105はSK102の北に位置する。楕円形を呈していたと思われるが、捜乱により

全形は不明。SK107は調査区中央に位置するが、大半がトレンチにより欠く。深さ50cmを測る。

覆土からは土師器（甕．皿）、瓦器（椀）が出土している。SK108は径1・4m．深さ40cmを測る。

覆土からは乎瓦が出土している。
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第1層出土遺物（Fig．10・11）

第1層の茶・褐色砂質土層からは、須恵器（甕・埠）、土師器（埠・甕・皿）、瓦器（椀）、石器

（石鍋）、青磁器（碗・皿．壷）、白磁器（碗）、丸．平瓦、が出土している°

1－4は土師器の皿で、口径は1が7cm、2－4が9cm、器高はいずれも1cm前後を測る。

口縁は直線的に外反しながら立ち上がる。鹿部外面には糸切り痕が残る。1だけ胎土に1mmほ

どの長石石英砂粒を多く含む。5・6は土師器の埠。口縁は直線的に外反しながら立ち上がり、

言縁端部は横ナデ調整により丸く仕上げている。5は口径12cm、鹿部径9cm、器高2．5cmを測

る。6は口径15cm、鹿部径10cm、器高3cmを測る。青磁器は碗．皿．壷が出土している。碗の

粕にはオリーブ色、灰緑色、青灰色がある。器面には櫛目描きの碗もいくつかみられる。了は

青磁碗で、口径18cm、高台径7cm、器高6．5cmを測るo内面には箆工具により雲文が刻まれてい

る。白磁器は碗が出土しているo　粕は灰黄色もしくは灰濁白色。口縁端部には折返しの玉縁が

ある。瓦器椀の休部は球状を里し、鹿部外面には粘土紐の貼付高台がある。内外面とも丁寧な

箆磨きが施されている。丸瓦は2種類がある。一方は、凸面が箆磨き、凹面には布目を残す。

側線には箆削り調整。他方の凸面が縄目叩きの後にナデ調整を施し、凹面には未調整で布目を

残す。側線には箆削り調整。平瓦は須恵質で硬質°桶巻作りによる。凸面を縄目叩きの後ナデ

調整、凹面はナデ調整により布目を消す。側面には分割載線・分割破面を残し、側線の箆削り

調整は行なわれない。

⊂＝「ヒ二一一ク1　5――－「と＝＝＝グ2

ロ　F－工－／坑

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm
！・・．．：・・．・・！

Fig．10　第1層出土遺物実測図（縮尺1／3）

Fig．11第1層出土遺物
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Fig12　第2両遺構配置図（縮尺1／30）
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Fig．13　第2両遺構検出状況（北東から）

第2面（Fig・12－15）土坑（SK）、小穴（SP）等を検出したが、建物規模は明らかではない。

土坑　SK206は調査区の中央に位置する。楕円形の平面形を呈し、長径1．4m、短径1．1m、深

さ20cmを測る。壁は弧を描きながら緩やかに立ち上がる。覆土からは青磁（碗）、白磁（碗）が

出土している。青磁碗は、粕が灰緑色、内外面に櫛目による施文。白磁碗は、口縁端部の粕が

箆により削り取られている。

小穴　SP203調査区中央に位置するが、北半部を欠く。径40cmを呈する。覆土からは土師器（甕・

皿）、丸・平瓦が出土している。甕の口縁は短く直立する。内外面とも刷毛目による調整が施さ

れている。8は皿で口径9cm、鹿部径6cm、器高1・5cmを測る。口縁はやや内湾ぎみに立上り、

端部は丸く仕上げている。鹿部外面には糸切り痕跡が残る。丸瓦は、凹面に糸切り痕跡と布目

が残る。凸面は箆磨。平瓦は、凹面に布目と糸切り痕跡があり、側面に分割破面が残ることか

ら、粘土板桶巻作りであろうO　凸面に縄叩き目が残るものもある。
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Fig14　第2両．第2層出土遺物実測図（縮尺1／3）

Fig15　第2両．第2層出土遺物
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Fig．16　第2層出土遺物 Fig．17　第2層出土遺物

第2層出土遺物（Fig・14～17）

第2層の暗黒灰色砂質土層からは、須恵器（甕・杯・摺鉢）、土師器（杯・甕．皿）、青磁器

（碗．皿）、白磁器（碗）、瓦器（椀）、石器（石鍋）、軒平瓦、丸．平瓦、土製仏像が出土して

いる。

9－13は土師器の皿で、9は言径8cm、10～13は9cm、器高はいずれも1cm前後を測る。言

縁は直線的に外反しながら立ち上がる。鹿部外面には糸切り痕が残る。9は色調が灰色を呈し、

鹿部外面には糸切り痕跡の他に板目圧痕がのこる。14～17は土師器の杯である。14は口径14cm、

器高2・5cmを測る。鹿部はやや丸味を里し、外面には板目圧痕が残る。15は口径15cm、器高3cm

を測る。鹿部外面には板面圧痕が残る。16・17は口径16cm、器高2．5－3cmを測る。16は他の杯

と比べて鹿部径と口径との差が大きい。18は須恵器の杯である。口径13cm、高台径9cmを測る。

言縁は直線的に外反しながら立ち上がり、端部は丸い。胎土は0．5－1汀1m程の長石・石英をわず

かに含む。色調は暗灰色を呈し、硬質である。高台は粘土紐の付け高台。青磁の碗は、大半が

体下半露胎。粕はガラス質で、オリーブ色、灰緑色、青灰色である。一部の碗の器面には櫛描

き文がある。19は言径13cm、高台径5cm、器高4．5cmを測る。体下半露胎。口縁は直線的に外反

する。見込では輪状に削り取っている。胎土は白色。20は口径15cm、高台径6cm、器高6cmを

測る。体下半露胎。口縁は直線的に外反する。見込では輪状に削り取っている。胎土は乳灰色。

21は口径15cm、高台径7cm、器高6・5cmを測る。体下半露胎。口縁は直線的に外反する。見込で

は輪状に削り取っている。胎土は乳灰色。22は口径15cm、高台径7cm、器高6cmを測る。体下

半露胎。言様は直線的に外反する。見込では輪状に削り取っている。高台には「陳」の墨書が

ある。23は桶巻作りの軒平瓦で、瓦当の施文は平瓦が分割される前の段階で行なっている。顎

は粘土紐を端部に貼り付け、横ナデで整形している。24は土師質の土像の破片で、左肩部分と

思われる。型作りの可能性がある。石鍋は石材が暗青灰色系と白色系との2種類あるO
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Fig18　第3両遺構配置図（縮尺1／30）
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Fig19　第3両遺構検出状況（北東から）

第3面（Fig．18～21）土坑（SK）、小穴（SP）等を検出したが、建物規模は明らかではない。

土坑　SK301は調査区の西部に位置する。楕円形の平面形を呈するが、北半部に撹乱により不
・

明。複数の土坑の集合体の可能性もある。壁は弧を描きながら緩やかに立ち上がる。覆土から

は須恵器（甕・杯）、青磁（碗）、丸・平瓦が出土している。25は須恵器の埠で、口径13cm、高

台径9cm、器高3．5cmを測る。口縁は直線的に外反しながら立ち上がり、端部は丸い、胎土は1

mm程の長石・石英を多く含む。色調は暗灰色を呈し、硬質である。高台は粘土紐の付け高台。

丸瓦は、凸面は箆磨き調整、凹面は未調整。側線は箆削り調整を施している。平瓦は凸面を縄

目叩きの後にナデ調整、凹面はナデ調整。SK302は調査区北辺部に位置し、不整形な平面形を呈

する。東西1．3m、南北1m、深さ30cmを測る。壁は弧を描きながら緩やかに立ち上がる。覆土

からは青磁（皿）が出土している。SK303は調査区北辺部、SK302の東側に位置する。東西方向
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Fig．20　第3両出土遺物実測図（縮尺1／3）
Fig．21第3両出土遺物

に長軸を有する楕円形を呈し、東西1．3m、南北0．5mを測る。壁は弧を描きながら緩やかに立ち

上がる。覆土からは、土師器（杯）、青磁（碗）が出土している。26は土師器の杯である。口径

17cm、鹿部径11cm、器高3・5cmを測る。口縁は直線的に外反しながら立ち上がり、端部は丸い。

胎土は1mm程の長石・石英をわずかに含む。鹿部外面には糸切り痕と板目圧痕が残る。

第3層出土遺物（Fig．22－23）

第3層の黒灰色砂質土層からは、土師器（杯・皿・椀・甕）、須恵器（甕・埠蓋・摺鉢）、青

磁器（碗・皿・壷）、白磁器（碗）、瓦器（椀・鉢）、石器（石鍋．砥石）、丸・平瓦、土製大型

が出土している。

27～30は土師器の皿で、27は口径7cm、28－30は9cm、器高はいずれも1cm前後を測る。言

縁は直線的に外反しながら立ち上がる。鹿部外面には糸切り痕が残る。27は色調が褐色を呈し、

胎土には1mm程の長石．石英を多く含み、他と異なりを見せる。31・32は土師器の杯である。

31は口径14cm、底径9cm、器高2．5cmを測る。口綾部はやや内湾ぎみに立上り、端部は丸く仕上

げている。鹿部外面には糸切り痕が残る。32は口径18cm、底径12cm、器高3cmを測る。言綾部

は外反しながら直線的に立上り、端部は丸く仕上げている。鹿部外面には糸切り痕、板目圧痕

が残る。須恵器の甕は、外面に残る叩き目で2種類に分かれる。一方は平行叩き目で、他方は

正格子叩き目である。内面は当具の同芯円文が残る未調整か、ナデ調整。33は口径15．5cmを測

る須恵器の蓋である。端部は下方に横ナデによりつまみだされている。外面には重ね焼き痕が

残る。34は口径12cm、高台径8・5cm、器高4cmを測る須恵器の杯である。言綾部はやや外反ぎみ

に直に立上り、端部は丸く仕上げている。瓦器椀は、休部は球状を呈し、言縁部はやや内湾し

ながら立ち上がる。内外面とも丁寧な箆磨きが施されている。焼成の具合では2種類に分かれ

る。一方は内面および外面の言縁部だけ黒色。他方は内外面とも黒色のものがある。高台は両

者共に粘土紐の付け高台である。35は後者に属し、口径15cm、高台径6cm、器高5cmを測るO

言綾部は直線的に外反しながら立上り、端部は丸く仕上げる。粘土紐の貼付けによる高台は断

面形が三角形を呈する。鉢は口縁端部に玉縁をもつ。青磁は碗・皿・壷が出土しており、粕は

オリーブ色、灰緑色、青灰色である。36・37は青磁の高台付の皿である。36は口径13cm、高台

径5cm、器高3cmを測る。体下半露胎。粕は濁緑灰色で、胎土は乳灰色。内面には櫛描文。37
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は口径13cm、高台5cm、器高3．5cmを測る。体下半露胎。粕は乳白色で、胎土は灰白色。高台は

削りにより断面形が三角形に近い。白磁碗は破片で全形は不明だが、やや内湾ぎみに外反しな

がら立ち上がる。体下半露胎。粕は灰黄色～灰濁白色。言縁端部に折返しの玉縁。石器は破片

で全形を知りえないが、滑石製の石鍋がある。また、砂岩製の砥石も出土しているO丸瓦は凸

面および側線の調整技法の違いによって2種類に分類される。一方は凸面を箆磨きし、側線を

箆削りで面取りする。他方は凸面を縄目叩き整形の後にナデを施す。平瓦は3種類に分類され

る。1は須恵質で硬質o　凸面を縄目叩きの後ナデ調整する。凹面はナデ。側面に分割破面を残

し未調整。灰色を呈する。2は厚みが1・7～2cmを測る。凸面に斜格子目叩きを残す。褐色～灰

＼∃忘諸
ヒ一・一口10cm

褐色を呈する。3は黒色で軟質。凹凸面とも箆磨きを

施している。側線は箆削りで面取りしている。

Fig．23　第3層出土遺物

．．

Fig．24　第3層出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．25　第4面遺構配置図（縮尺1／30）
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第4面（Fig・25～27）　土坑（SK）、小穴（SP）等を検出した。

土坑　SK401は長径70cm、短径50cm、深さ35cmを測る°覆土からは土師器皿・杯、青磁．水注

が出土している。SK403は径50cm、深さ15cmを測る。覆土からは須恵器・杯が出土している。45

の須恵器・杯は口径15cm、高台径10cm、器高4cmを測り、口綾部は直線的に外反しながら立ち

上がる。SK405は長径70cm、＼短径50cm、深さ40cmを測る。覆土からは土師器・皿、須恵器・埠が

出土している。40の土師器．皿は口径10cm、器高1cmを測り、言綾部は直線的に外反しながら

立ち上がる。44の須恵器・坪は高台径10cmを測るが言綾部を欠く。SK406は径80cm、深さ15cmを

測る。覆土からは土師器・蓋、須恵器・埠が出土している。4上42の土師器・蓋は口径20cm、

器高4cmを測る。天井部は緩やかな球状を呈し、言縁端部は下方に折れ曲がる。天井部外面は

箆削りの後に箆磨き調整が施され、内面は丁寧な箆磨きが施されている。褐色を呈し、焼きし

まっている。46の須恵器．塔は口径18cm、高台径13cm、器高5cmを測り、言縁部は外反しなが

ら立ち上がる。口縁端部は横ナデ調整によりやや外反する。灰褐色を呈し、焼きしまっている°

小穴　SP408は調査区東北すみに位置する。柱穴と思われる。径40cm、深さ50cmを測る°覆土

からは土師器．皿が出土している。39の土師器．皿は口径9cm、器高1．5cmを測り、口縁部は直

線的に外反しながら立ち上がる。

0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm
ヒ二・　・．　1．亡　．　・　・・　」

二一l二二二三7

－．一・

Fig．26　第4面出土遺物実測図（縮尺1／3）

Fig．27　第4両出土遺物
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Fig．28　第4層出土遺物実測図（縮尺1／3、1／4）
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Fig．29　第4層出土遺物

第4層出土遺物（Fig・28－29）

第4層の黒色砂層からは、土師器（皿・埠．椀．甕）、須恵器（杯・蓋．甕）、青磁器（碗）

瓦器（椀）が出土している。47－50の須恵器蓋は天井部がやや丸味を有するものと平坦な群と

に分かれるが、口綾部は下方に折れ、断面形は三角形を呈している。天井部外面は箆削りが施

されている。51－57の須恵器杯は鹿部に粘土紐貼り付けの高台を有し、ロ縁部は、直線的に外反

しながら立ち上がる。64～66の土師器・甕は、言縁部は「く」の字状に外反し、口縁端部は丸

味を持つ。外面は刷毛目調整、内面は箆削りが施されている。
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Fig．30　第5面遺構配置図（縮尺1／30）
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Fig．31第5両遺構検出状況（北東から）

第5面（Fig．30・31）溝（SD）、土坑（SK）、小穴（SP）等を検出した。

溝　SD501は調査区西部に位置する南北溝である。幅40cm、深さ15cmを測る。溝の南北両端は

調査区外に続く。覆土より土師器．皿が出土している。67．－68の

67　　土師器・皿は口径9cm、器高1cmを測り、口縁部は直線的に外反

5＝≡≡⊇三毛
しながら立ち上がる。

土坑　SK508は調査区の東辺部に位置する。東半部は調査区外に

広がる。径1m、深さ40cmを測る。覆土より須恵器．杯が出土して

いる。70の須恵器．埠は高台径8cmを測る°

小穴　SP509は調査区の東辺部、SK508の北に位置する。径40

cm、深さ40cmを測り、覆土より須恵器・杯が出土している。69の

10cm　須恵器・杯は高台径8cmを測る。
5．・．・！・．・－！

Fig・32　第5両出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．33　第6両遺構配置図（縮尺1／30）
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Fig．34　第6両遺構検出状況（北東から）

第6面（Fig．33－37）　土坑（SK）、小穴（SP）等を検出した。

調査区中央部から西半部は西に下がる斜面を呈している。この落ち込みが遺跡の立地する微

高地を形成している砂丘の斜面に合致するのか、もしくは大きな溝、土坑等の遺構の一部を形

成しているのかは不明である。

土坑　SK601は調査区中央に位置する。円形の平面形を呈し、径1m、深さ30cmを測る°壁は

弧を描きながら緩やかに立ち上がる。覆土からは須恵器・杯．甕、土師器・杯．蓋．甕が出土

している。72の須恵器・杯は口綾部を欠き、全形は不明。高台径10cmを測り、口綾部は直線的

に外反しながら立ち上がると思われる。胎土には1mm程の長石・石英を多く含む。粘土紐によ

る貼付け高台は鹿部と休部の変換点に施されている。土師器・甕は外面を刷毛目調整し、内面

は箆削りを行なっている。SK602は調査区北辺部に位置する土坑であるが、大半は調査区外に広

がる。深さ45cmを測る。壁は弧を描きながら緩やかに立ち上がる。覆土からは土師器．甕．須
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？lr　口口l－cm L「∴・　　　　　　，　　　　　　　…‐彗cm

Fig．35　第6両出土遺物実測図（縮尺1／3）　　Fig．36　第6両・第6層出土遺物実測図（縮尺1／3）

恵器・杯が出土している。74の土師器・甕は鹿部を欠き、全形は不明。口径30cmを測る。胴部

は球状を呈し、口縁は「く」の字状に外反する。外面は縦方向の刷毛目調整を行ない、内面の

言縁部は刷毛目調整、胴部は箆削りが施されている。SK603は調査区南辺中央部に位置する。遺

構の大半が調査区外もしくは削平されているので全形は不明。SK604は調査区東辺部、SK602の

南に位置する。遺構の大半が調査区の外・に広がる。深さ20cmを測る。壁は弧を描きながら緩や

かに立ち上がる。覆土からは土師器・甕・杯、須恵器・蓋・甕が出土している。71の須恵器．

蓋は口径13cmを測るが天井部を欠き、全形は不明。天井部外面は回転箆削り、口縁端部は下方

に曲げ、端部は丸く仕上げている。73の土師器の杯は口径14cm、底径11cm、器高2・5cmを測る。

口縁部は直線的に立上り、端部は丸く仕上げている。鹿部外面には糸切り痕が残る。

第6層出土遺物　（Fig．36－37）

第6層の暗黄褐色砂層からは、土師器（甕・埠）が出土している。甕には古墳時代初頭に比

定されるものもある。75の土師器．甕は鹿部を欠き、全形は不明。口径27cmを測る。胴部は球

状を呈し、口縁は「く」の字状に外・反する。外面は縦方向の刷毛目調整を行ない、内面の口縁

部は刷毛目調整、胴部は箆削りが施されている。
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Fig・37　第6両．第6層出土遺物
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第4章　まとめ
今回の調査では、古墳時代から中世にかけての遺構・遺物を検出し、博多の歴史の一端を明

らかにすることができた。しかし、遺構では土坑、柱穴、溝等を検出したが、調査区城の限界

により、建物規模などを明らかにすることはできなかった。本章では、今・回の調査成果および

問題点を述べたい。

遺構の年代

検出した各層における遺構がまとまりを見せない点、さらに出土した遺物に年代的まとまり

を見せず2次堆積を強く示唆していることなどから、確実な年代を押さえることはできないが、

基本的には8世紀～15世紀を提示できよう。遺物には古墳時代初頭の布留式土器片も出土して

いるが、器面の磨滅状態は近辺における遺構の存在を示していない。

遺物に見る奈良時代

遺物は古墳時代初頭の土師器（甕）を最古に、中世までに至る土師器、須恵器、瓦器、磁器、

石器、瓦が出土した。特に下層近くから出土した奈良時代の甕、杯、椀、蓋等を代表とする土

器類は丁寧な調整が施されている。その特質は近辺に官営施設の存在を強く示唆するものであ

る。また、本地が古砂丘の丘陵部に位置する点も留意する必要があろう。

今後の調査について

これまで博多における調査は、開発事業の性格から、大博通りを中心とした地域が多数であ

った。今後は、本調査事例が増えていくものと思われる。これまでに発・掘調査を多数実施して

きたものの、調査成果が結び付いていないのも事実である。これは、近くを調査しても同様な

地層を里していない人工造成地に立地する博多遺跡群の宿命かもしれない。しかし、道路を中

心とした町並みの歴史的復原を行なうためにも、さらに調査を進めることが肝要であろう。
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Tab・1博多遺跡群調査地点．覧（1991年1廿現在）
公共事業関係
符 号 調 ．査 番 号 調 査 原 囲 所 在 地 調 査 面 積 （m z） 調 査期 間 報 告 書 備　　 考

A 77 25 地 下鉄 建 設 御 供 所 町 1，4 12 ． 77 ・12 －78 ・11 高 速 鉄 道 Ⅳ ．．Ⅴ 店 屋 町 土区 ．・本 体 部 A ．B

B 783 3 ／／ 御 供 所 町 他 4，5 00 79 ・3 － 12 高 速 鉄 道 Ⅵ ．Ⅶ 祇 園 町 自区 ・E ― Q ニ

C 7 83 5 ／／ 店屋 町．上呉服 町他 2 00 7 8 ・1・1－ 79 ・5 高 速 鉄 道 Ⅶ 呉 服 町 ［区

D 7 94 9 ／／ 博 多駅 F j l ・目地 4，50 0 79 ．12 ～8 0 ・．8 高 速 鉄 道 Ⅶ 博 多駅 前 t 区

E ．8 03 7 ／／ 土呉 服 町 10 0 8 1 ．3 高 速 鉄 道 Ⅶ 呉服 町 換 気塔

F 8 03 8 ／／ 冷 泉 町 ．祇園 町 43 5 80 ・10 －1．2 高 速 鉄 道 Ⅶ 1即司駅 2 ．3 号 出 入 Ⅱ

G 8 14 8 ／／ 御 供 所 町 ． 7 0 ．8 1 ．9 ． 高 速 ．鉄 道 Ⅶ 1氏同駅 4 号 出 入 1．1

H 8 14 9 ／／ 1氏同 町 18 4 ．8 1 ．10 －1 1 高 速 鉄 道 Ⅶ 氏同駅 ．5 号 出 入 10 ．

Ⅰ 8 150 ／／ 皐 享川1－ 38 0 8 1 ・4 － 5 高 速 鉄 道 Ⅶ 呉服 町 出 入 口

J 84 35 ／／ 博 多駅 前 2 日 －1 2 15 ． 84 ．4 高 速 鉄 通 血 疇 同 駅 P 2 出 入 －1

K 82 24 道 路 拡 張 上呉 服 町 63 0 82 ．11 －8 3 ．3 築　 港　 線　 Ⅰ 築 港 線 第 1 次

L 83 3 1 ／／ ／／ 56 4 ． 84 ．2 － 9．・ 築　 港　 線 11 築 港 線 第 2 次

M 84 04 ／／ ／／ 4 17 8 5 ．1 － 12 築　 港　 線 ⅠII 築 港 線 第 3 次

N 85 27 ／／ 御供 所 町 38 3 85 ．12 －8 6 ．6 築　 港　 線　 Ⅳ 築 港 線 第 4 次

…0 86 53 ／／ ／／ 38 0 86 ．10 －8 7 ．2 築　 港　 線　 Ⅴ 築 港 線 第 5 次

民間事業関係

次 数 調 査 番 号 調 査原 因 所 在 地 （博 多区 ） 調 査 ．面 責．（m 2） 調 査 期 間 報 ．告 ．溝 ・ 備　　 考

1 78 10 納 骨 堂建 ／し又 御供所町．末長寺境内 36 0 78 ．11 ～79 ・1 本 ・調　 査

2 7 92 8 ビ ル 建 ／L又 店 屋 町 約 10 0 79 ・4 立 会 、 土 層 図 作 成

3 7 92 9 納 骨 堂 娃 ／し叉 壷 即 巨萬 行寺境 内 2 4 0 79 ．．1 1 本　 調　 査

．4 7 93 0 ビ ル 娃 ／し又 冷 泉町7－1 1 ，10 0 79 ．12 －80 ．3 博多 Ⅰ・II、図版編 本　 調　 査

5 ． 7 9こ31 ／／ 下 呉服町346 79 ．12 式　 掘　 調　 査

6 7 9：32 ／／ 冷 泉町155 6 4 0 80 ．3～ ．4 本　 調　 査

7 8 02 3 ／／ 祇 園町130 2 1 0 ．8 0 ．6‐ 8 本　 調 ．査

．8 8 02 4 本 堂 娃 し又 御供所町・末長寺境内 ・ 6 00 80 ．8 ～ 10 本　 調　 査

9・ 8 025 ビ ル 娃 L又 土呉 服 町 75 8 0 ．9 式掘 調 査 、 碇 石 田 ．土

10 80 26 ／／ 冷 泉町 47 4 －－9 54 80 ．12 樽 ．多　 Ⅰ 本　 調　 査

11 80 27 ／／ 梓1供 所 l町3－30 80 ．12 式　 掘　 調　 査

12 8 127 ／／ llll呉 服 町 15 2 ・15 3 8 1 ．6 式　 掘　 調　 査

13 8 128 ／／ 駅 前l J1 ．112 1－127 8 1 ．－7 ト　 レ　 ン．チ　 調　 査

14 8 129 ／／ 店 室町 4用15 2 55 8 1 ．8 本　 調　 査

15 ・ 8 130 駐 車 場 櫨 し又 ，悍 脚町 569 100 ・ 8 1 ．8 式　 掘　 調　 査

．16 8 13 1 ビ ル 建 し又 1屋 町 24 6 －24 8 150 8 1 ．9 本　 調　 査

17 8 132 ／／ 駅 Iii1 日 198 9 10 8 1 ・1 1－ 82 ・2 博　　 多　 III 本 ／凋 ．査

18 8 156 ／／ 駅 前2 日 ．1 8－14 8 2 ． 1 試．掘調査駅前センタービル（地図範囲外）

19 8 3 23 社 務 所 建 設 ．月端町楠田神社境内 2 00 8 3 ，4 本　 凋． 査

20 83 24 ビ ル 建 設 駅 l吊 下目99 98 0 8 3 ．3－　 7 博　　 多　 III 本　 調　 査 －

2 1 8 3 25 ／／ 駅 －陀 口 ．1 18 1 他 15．0 8 3 ．5 －　6 博　　 多　 III 本 洞　 査

22 8 3 27 ／／ 冷 泉町 189 他 84 0 83 ．9 －84 ．2 博　　 多　 III 本　 土凋　 査

23 8 3 34 本 堂 建 設 冷 泉l帖龍 宮 、封境内 約 30 0 84 －2 ．本 ／凋　 査

24 8 4 33 ビ ル 建 設 ／ヽ 泉町 上 1 25 0 84 ．4－ 5 博　　 多　　 Ⅳ 本 。　 査

25 8 4 34 ／／ 両 一口町 上 l 10 0 84 ．5－ 6 博　　 多　　 Ⅴ 本　 凋 ．査

26 8 5 06 ／／ ，畏服 町 3 4 13 4 85 ．5－ 6 博　　 多　　 Ⅵ 本　 調　 査
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次数 調査 番号 調査原 因 所在地 （博 多区） 調査面積 （mz） 調査期 間 報 告 書 備　　 考

27 8 50 7 ビ ル 建 設 祇園．吋1－1 35 0 85 ．5－　 6 中部埋 文報 告11 本　 調 ．査

28 8 50 8 ／／ 御供 所町70－2 1，745 8 5．5 －　8 博　　 多　　 Ⅶ 本　 調　 査

29 8 50 9 ／／ 綱 場町22－67 33 0 8 5．7～　 9 博　　 多　　 ⅦL 本　 調　 査

30 8 60 5 ／／ 御供所町36．37・38・39 4 95 8 6．5～　 7 博　　 多　　 Ⅸ 本　 調　 査

31 8 60 6 ／／ 御供所町65・・66 160 8 6．．5 －　7 博　　 多　　 Ⅹ 本　 調　 査

32 8 60 8 ・り 祇園町2L l 約 1，000 86 ．（5 － 7 本　 調　 査

33 8 6 18 ／／ 祇園町8他 898 86 ．7 －11 博　　 多　 11 本　 調　 査

34 8 64 5 ／／ 冷泉町238ー2他 40 86 ．10 －11 本　 調　 査

35 ． 864 8 ／／ 上呉服町56 ・ 655 8 6・11－87 ．5 博　　 多　 12 本　 調　 査

36 87 25 ／／ 祇園町42他 332 8 7．／．8－10 博多13、同16 （補足） 本　 調　 査

37 87 40 ／／ 博多駅前1丁目129他 1，427 8 7．12―88 ．3 博　 、多　 16 本　 調　 査

38 88 05 ／／ 店屋町1－30 3 66 8 8．4 －8 ． 本　 調　 査

39 88 06 ／／ 店屋町2．3・4他 612 8 8 ．5 ～8 博　　 多　 14 本　 調　 査

40 88 33 ／／ 呉服町251他 565 8 8・9－12 博 ．　 多　 15 本　 調　 査

41 88 34 ／／ 店屋町4－10 60 8 8．9（2 日間） 本　 調　 査

42 88 43 ／／ 綱場町8－25 7 10 8 8 ．12 ～89 ．6 博　　 多　 17 本　 調　 査

43 88 52 ／／ 店屋町8－9 2 40 89 ．1～　4 博　　 多　 18 本　 調　 査

44 88 57 ／／ 冷 泉町201－3 17 8 89 ．2 －　3 博　　 多　 19 本 ・調　 査

45 88 62 納 骨堂建 設 祇園町4－50 2 4 8 89 ．3－　6 博　　 多　　 20 本　 調　 査

46 89 03 其 住 建 設 古門戸町1 15 0 89 ．4－　5 本　 調　 査

47 89 1 1 ビ．ル 建 設 祇園町390－2、39 3 （43 8） 89．4 立　　　 会

48 89 15 共 住 建 設 御供所町40他 26 3 8 9．5 －　8 本　 調　 査

49 89 16 駐車場建 設 上川端町272、27 3 9 0 8 9 ．5 本　 調　 査

50 89 18 共 住 建 設 祇園町317他 73 0 89 ．．6－10 博　　 多　　 21 本　 調　 査

51 89 25 ／／ 祇園町154－1．2 20 0 89 ．6－ 7 本　 調　 査

52 89 29 防 水 水 槽 博多駅前1丁目155－1 2 9 8 9・6～　7 本　 調　 査

53 89 3 0 給油所建 設 中呉服町 154他 19 0 8 9．6－　7 本 ．調　 査

54 8 94 1 店 舗 建 設 冷 泉町2丁 目128－2 （99）． 89・7 立　　　 会

55 8 94 2 事業所建 設 奈良屋町6土1 12 8 89 ．8 －　9 本　 調　 査

56 8 94 3 庁 舎 建 設 店屋町4一1他 47 6 8 9・9－90 ．2 本　 調　 査

57 8 94 7 ビ ル 建 設 祇園町557 18 4 89 ．10 博　　 多　　 22 本　 調　 査

58 8 94 8 ／／ 綱場町20、21－1、2上2 7 0 8 9．10 博　　 多　　 23 本　 調　 査

59 8 95 7 駐車場建設 祇園町 187－226 22 6 89 ．11～90 ．2 本　 調　 査

60 8 95 9 ビ ル 建 設 綱 場町115他 73 0 89 ．11－90 ．5 本　 調 ．．査

61 8 96 2 其 住 建 設 店屋町182－1－5 9 5 8 9．12－90 ．1 博　　 多　　 24 本 ．調　 …査

62 8 96 3 ホ テル建設 御供所町195他 89．12－91．2 本 ．凋 ・査

63． 89 74 ・其 住 建 設 冷泉町90－3他 ． 275 90 ・2－ 4 ・本　 調　 査

64 89 76 ビ ル 建 設 博 多駅 前1丁 目10 1 6 20 9 0．2－．7 本　 凋．査

65 90 17 ／／ 祇園町16土1 90 ．7－12 本　 調　 査 ．

66 90 22 ／／ 御供所町129－1他 170 9 0・7－　9 本　 調　 査

67 90 28 其 住 建 ・設 冷泉町1－6 ．90 ．8 本 ．調　 査

68 90 42 老 人ホー ム 古門 戸町98－1他 90 ．11－91．1 本　 調　 査

69 90 55 事業所建凌 奈良尾町267 2 60 9 0 ．12 －91・1 本　 調　 査 ／

70 9 06 2 共 同 住 宅 冷泉町338、339、342 5 7 1 9 1．03－91．05 本　 調　 査

71 9 11 1 ビ ル 建 設 御供 所町235－1 6 00 9 1．．05－91．10 本　 調　 査

72 9 11．3 ／／ 上川 端町264－2 2 0 0 9 1・06－91．07 本　 調　 査

73 9 120 事務所建 設 御供 所町15 7 6 9 1．08－91・09・ 本　 調　 査

74 9 126 寒 同 住 宅 上 呉服町131－2 14 0 ． 91．09－91・1．0 本　 調　 査

．75 9 136 事務所建 設 奈良屋町9－1、9－2 9 7 9 1・11－91．12 本・ 調　 査

76 9 137 ビ ル 建 設 上 呉服町594 5 2 1 9 1．・11－ 本　 調　 査

－30－
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